
第２学年算数科学習指導案 

日 時  平成２４年１０月２３日（火）６校時 
児 童  男１１名 女 ８名  計１９名   
授業者  佐 藤  得 子          

１ 単元名   かけ算（１） 「新しい計算を考えよう」 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 

 本単元で扱う「乗法」は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 
第２学年【A 数と計算】 
(３) 乗法の意味について理解し、それを用いることができるようにする。 
 ア 乗法が用いられる場合について知ること。 
 イ 乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ、それを乗法九九の構成や、計算の確かめに

生かすこと 
 ウ 乗法九九について知り、１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。 
 第１学年では、「10 が６こで 60」という数の理解を基に、10 のまとまりがいくつと数えても

のの総数を求めたり、ものの数を２とびや５とびで数えたりするなど、乗法の素地的な経験をし

てきている。  
本単元では、乗法が用いられる場面を通して乗法の意味を理解し、それに基づいて２、５、３、

４の段の九九を構成したり、その過程で乗法九九について成り立つ性質に着目したりするなどし

て、乗法九九を身につけるようにする。そして、獲得した乗法九九を生活の中や学習の中で活用

できるようにするのが、ねらいである。 
なお、６、７、８、９、１の段の九九と、簡単な２位数と１位数の乗法については、次単元で

取り扱う。 
 

（２） 児童について 
 児童は、算数が大好きである。進んで課題に取り組んだり、発表しようとしたりする児童も多

く、学習に対する意欲は高い。 
発表については、自分の考えを意欲的に説明しようとする児童がいる一方で、説明のための言

葉が不足していたり、どのように表現したらよいか混乱してしまったりする児童もいるため、個

人差に応じた丁寧な支援が必要である。 
自分の考えに自信を持って問題を解くことができ、それを意欲的に説明できるようにさせるこ

とが課題である。 
 本単元に関わる児童のレディネステストの結果は次の通りである。 
問 問題のねらい 問  題 正答率 
１ ・数を正しく数え、５ずつまとめるこ

とができるか。 
あめを５こずつ   でかこみまし

ょう。 
９５ 

１ ・５を単位として、いくつ分あるか分

かっているか。 
 ５こずつのあつまりがいくつできま

したか。 
 
６８ 



２ ・「１つ分の数」と「いくつ分」に着

目して問題場面をとらえ、答えを求

めることができるか。 

 いちごが３こずつのっているさら

が、４さらあります。 
 いちごは、ぜんぶで何こありますか。 

８４ 

３ ・10 とび、５とび、２とびなどの １０－  －３０－ ７９ 
数の系列が分かっているか。   ５－１０－  －２０ ７９ 

  ２－４－  －８－ ６８ 
４ ・（未習）かけ算の意味が分かり、問

題文から場面をとらえ、立式して答

えを求めることができる。 

 ケーキが２こずつ入ったはこが、４

はこあります。 
 ケーキは、ぜんぶで何こありますか。 

式４７ 
 
答４２ 

５ ・（未習）かけ算九九を知っているか。  ５×５はいくつですか。 ５８ 
 この結果を見ると、「あつまりがいくつ？」という言葉や、数の系列を理解することが不十分で

ある。未習問題については、かけ算の学習に対する児童の関心は高いものの、内容をしっかりと

理解している訳ではない。 
  

（３） 指導について 
     指導にあたっては、掲示物やノートを活用して前時までの学習を想起させたり、本時との違い

をくらべさせたりする中で、課題把握や、解決の見通しを確実に持たせたい。そして、図（マル

図やアレイ図）、おはじきなどの半具体物を積極的に使い、自力解決を進めていく。その中で、

自分の考えを持つことができない児童に対しては、ヒントカードを用いて個別指導をしながら児

童に自信をもって問題に取り組めるようにしていきたい。 
発表については、ペアで互いに自分の考えを説明し合ってから、全体で発表させるようにし、

どの児童も自信をもって自分の考えを発表できるようにさせたい。また、乗法の意味をしっかり

と理解させるために、ペア学習を「広める段階」の練習問題のところでも行う。ペアで互いに「１

つ分の数」「いくつ分」などの言葉を使って説明することにより、学習内容の定着を図りたい。 
 

 
３ 単元の目標 
 ◆乗法の意味について理解し、それを用いることができるようにする。 
 【関心・意欲・態度】・乗法のよさに気づき、ものの全体の個数をとらえるときに乗法を用いようと 
           する。 
 【 数学的な考え方 】・累加の考えや乗法と積の関係などを基に、乗法九九の構成の仕方を考え表現す

ることができる。 
 【  技  能  】・乗法が用いられる場面を絵や 
図、言葉、式で表すことができる。 
           ・乗法九九（５、２、３、４の段）を構成し、確実に唱えることができる。 
 【 知 識・理 解 】・乗法が用いられる場合や乗法九九について知り、乗法の意味について理解する。 
          ・乗法に関して成り立つ性質（乗数が１ずつ増えるときの積の増え方や交換法則）

を理解する。            
 
  



４ 教材の関連と発展 

 
 
５ 指導計画・評価計画（２５時間扱い）  ＊小単元(９時間)のみ掲載 
時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 指導のポイント 

（1）かけ算 下 p.2～12 【９時間】 

１ 〔プロローグ〕 

・ p.2の絵を提示し，遊園地の入り口付近で整列した人とばらばらの人の数を数えること

を通して，全体の数量を求めるときの数えやすさに気づき，興味・関心を高める。 

 

○「1つ分の数」「いくつ

分」をとらえられるよ

うになる。 

・ 絵を見て，それぞれの乗り

物に乗っている子どもの

人数を調べる。 

□関E

Aものの全体の個数を，「1つ

分の数」の「いくつ分」と

とらえるとよいことに気づ

き，数えようとしている。 

A□考E

A数量を「1つ分の数」の「い

くつ分」ととらえ，説明し

ている。 

②ア 「１つ分の数」の

「いくつ分」ととらえて

全体の個数を数えるこ

とをペアで話し合う。 ２ ・ 総数が同じでも1台に同じ

人数ずつ乗っているもの

といないものがあること

や，同じ人数ずつ乗ってい

る場合でも1台に乗ってい

る人数が違うことから，「1

つ分の数」と「いくつ分」

をとらえる。 



３ ○「1つ分の数」「いくつ

分」の関係の場合に乗

法が用いられること

を知り，乗法の意味を

理解する。 

・ 絵やおはじきを使って，全

体の人数の求め方を言葉

で説明する。 

・ 5×3＝15の式の意味を知

る。 

・ 用語「かけ算」と記号「×」

を知る。 

A□技E

A具体物のまとまりに着目し

て，乗法の式に表すること

ができる。 

A□知E

A乗法は，1つ分の数の大きさ

が決まっているときに，そ

のいくつ分かにあたる大き

さを求める場合に用いられ

ることを理解している。 

②ア おはじきと言葉

で表したことを示

す式をペアで言い

合い確認させる。 

 

 

 

①イ 前時の学習内容

を丁寧に確認し想

起させる。 

４ ・ 2，3，4，5，のまとまりに

なっているものの写真を

見て，乗法の式に表す。 

５ ○乗法の場面をおはじ

きや式で表す活動を

通して，乗法の意味の

理解を確実にする。 

・ 乗法の式から，その場面を

おはじきで表す。 

・ 並んだおはじきを乗法の

場面としてとらえ，乗法の

式に表す。 

A□技E

A乗法が用いられる場面をお

はじきや式で表すことがで

きる。 

②ア 「1つ分の数」の

「いくつ分」をペア

で繰り返し確認さ

せる。 

６ 

 

本

時 

○乗法の答えは被乗数

を乗数の数だけ累加

して求められること

を理解する。 

・ 問題場面から数量の関係

をとらえ，立式や答えの求

め方について考える。 

・ 乗法の答えは，被乗数を乗

数の数だけ累加して求め

られることをまとめる。 

A□知E

A乗法の答えは，被乗数を乗

数の数だけ累加して求めら

れることを理解している。 

①イ 「1 つ分の数」「い

くつ分」をしっかり

とおさえ、かけ算の

場面であることを

具体的にイメージ

させる。 

②ア 練習問題の答え

の求め方をペアで

説明させ、学習内容

がしっかりと理解

できたかを確認す

る。 

③イ 自力解決に支援

の必要な児童には、

途中までの図のヒ

ントカードを渡し

考えさせる。 

７ ○倍の意味を知り，ある

量の何倍かにあたる

量を求めるときもか

け算を用いることを

理解する。 

・ 3cmの2つ分を，3cmの「2ば

い」ということを知る。 

・ 3cmの2倍の長さを求める

ときも，3×2のかけ算の式

になることを知る。 

A□知E

A倍の意味を知り，ある量の

何倍かにあたる量を求める

ときもかけ算を用いること

を理解している。 

８ ○身の回りから，乗法で

全体の個数を求めら

れる場面を見つけ出

し，簡潔に表現できる

ことのよさを実感す

る。 

・ 身の回りから，かけ算の式

になる場面を見つけ出す。 

・ どのような乗法の式にな

るかを，「1つ分の数」×「い

くつ分」＝「全部の数」を

基に説明する。 

A□考E

A身の回りから，乗法が用い

られる場面を見つけて，言

葉や式で説明している。 

②ア 身の回りから見

つけた乗法の場面

をペアで確認し発

表させる。 

９ ○学習内容を適用して

問題を解決する。 

・ 「力をつけるもんだい」に

取り組む。 

A□技E

A学習内容を適用して，問題

を解決することができる。 

③ア ＴＴによる個別

指導を行う。 



６ 本時の指導 
（１） 目 標 

○乗法の答えは、被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを理解する。 
 

（２） 指導のポイント  
・「1 つ分の数」「いくつ分」にあたる数量をおさえ、かけ算の場面であることを具体的にイメージ

させる。（仮説①イ） 

・「１つ分の数」「いくつ分」の言葉を使わせながら、ペアで練習問題の答えの求め方を説明 

させる。（仮説②ア） 

・自力解決に支援の必要な児童には、途中までの図のヒントカードを渡し考えさせる。（仮説③イ） 

（３） 展 開 
段

階 学習活動と予想される児童の反応 支援（○）と評価（□）と 
指導のポイント（①②③） 

 
つ 
 
か 
 
む 
 
 
 
 
７ 

１ 前時の想起をする。 
  
 
２ 問題を把握する。 

 ・立式する。 
 ・「１箱に６個ずつの、４箱分」だから、６×４。 
 
３ 課題を把握する。（確認する。） 
 
 

 １はこにおかしが６こずつ入っています。 
 ４はこでは、おかしは何こになりますか。 

６×４の答えのもとめかたを考えましょう。 

○おはじき（図）と式の関係をおさえ 
させる。 
 

○挿絵を提示し、中が見えていない箱

の中にも６個ずつ入っていること

をおさえる。 
 
①イ 「1つ分の数」「いくつ分」にあ

たる数量をおさえ、かけ算の場面

であることを具体的にイメージ

させる。 

み

と

お

す 
３ 

４ 見通しを立てる。 
 ◎どのようにして答えを求めますか。 
  ・○図を書く 
  ・たし算で 

○挿絵を示し、これまで学習してきた

計算を活用して答えの求め方を考

えさせる。 

 
 
た

し

か

め

る 
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５ 自力解決に取り組む。 
   ・          

                     

 

 

 

                    ２４こ 
 
 
  ・６＋６＋６＋６＝２４    ２４こ 
   
  ・６＋６＝１２  １２＋６＝１８ 
       １８＋６＝２４       ２４こ 
 

③イ 自力解決に支援の必要な児童

には、途中までの図のヒントカー

ドを渡し、考えさせる。 

   
○九九を知っており、それを使って答

えを求めている児童には、どうして

24 になるのかを考えさせる。 
 
 
 
□知E

A乗法の答えは、被乗数を乗数の数だ

け累加して求められることを理解

している。（ノート・発表） 
 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○   
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○    



６ 答えの求め方について話し合う。 
 

①ア 「１つ分の数」「いくつ分」の

言葉を使わせながら説明させる。 

ま

と

め

る 
３ 

７ 本時の学習のまとめをする。 
 

 ６×４の答えは、６＋６＋６＋６の計算で 
もとめることができます。 

○乗法の答えは、被乗数を乗数の数だ 
け累加してもとめられることをま

とめる。 

 
 
ひ

ろ

め

る 
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８ 練習問題に取り組む。 
  ・p.９ ４  ①②③  ５ 
 
９ ペア学習をする。 

・p.９ ４ ②③  
（４ ①と ５ は、全体で答えを確認する。） 

 
10 本時の学習を振り返って、感想を発表する。 
 
11 次時の学習内容を知る。 

A□知E

A乗法の答えは、被乗数を乗数の数だ

け累加して求められることを理解

している。（ノート、発表） 
②ア 「１つ分の数」「いくつ分」の

言葉を使わせながら、ペアで練習

問題の答えの求め方を説明させ

る。 

○本時の学習で分かったことを中心

に発表させる。 

 
（４） 評 価 
      評価規準 

観点 
十分満足できる おおむね満足できる 

努力を要すると判断される 

児童への手立て 

○乗法の答えは、被乗数

を乗数の数だけ累加

して求められること

を理解している。 

○乗法の答えは、被乗数を乗数の数

だけ累加して求められることがわ

かり、それを図や式、言葉で説明

している。 

○乗法の答えは、被乗数を乗数の数

だけ累加して求められることがわ

かり、それを図や式に表している。 

●６×４の問題場面をおはじ

きに表し、全部の数を求め

るように支援する。 

 
（５） 板書計画 
 

 

 

A○もE

A１はこ６こずつの４はこ 

 おかしは何こ？ 

 

しき ６ × ４ ＝ ２４ 

Uこたえ ２４こ 

 

●たしざん    

 ６＋６＋６＋６＝２４ 

  

６＋６＝１２ 

 １２＋６＝１８ 

 １８＋６＝２４ 

 

 

 

●図                                                             

 ６   ６   ６   ６      

    

 

 

 

 

 

 

        U２４こ 

○ま６×４の答えは、６＋６＋６＋６の 

計算で もとめることができる。 
 

○か ６×４の答えのもとめかたを

考えましょう。 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

p.９ 

４   

① ３×４＝１２  こたえ １２こ 

３＋３＋３＋３＝１２ 

② ８×３＝２４  こたえ ２４本 

８＋８＋８＝２４ 

③ ４×６＝２４  こたえ ２４本 

４＋４＋４＋４＋４＋４＝２４ 

     

５   ７×５ 

７＋７＋７＋７＋７＝３５  

こたえ ３５ 
 
 
 
 
 

１はこにおかしが６こずつ入っ

ています。４はこでは、おかしは何

こになりますか。 
 

１つ分の数 いくつ分 

６の４つ分 

３の４つ分

 



 


